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巻末折込 平城京左京四条四坊九坪実測図

1,本書は奈良市三条宮前町に位置する平城京左京四条四坊九坪の発掘調査報告である。

2 この調査は、白藤学園の校舎増改築に伴う事前調査として、奈良県教育委員会の委託

を受けた奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部が昭和57年 6月 28日 ～ 7月 10日 にか

けて実施したものである。

3.調査には工楽善通・ 田中哲雄・山本忠尚・西弘海 。今泉隆雄・上野邦―・千田岡J道・

巽淳一郎 。山岸常人・松村恵司 。本中真 。佐藤信・松井章・深沢芳樹が参加した。

調査にあたっては、学校法人白藤学園・奈良県教育委員会事務局の全面的な協力を得た。

4 本書の作成は、当調査部長岡田英男の指導のもとに調査員全員があたり、全体の討議

を経て以下のように分担執筆した。

I:工楽善通、コ・Ⅳ-3:巽 淳一郎、Ⅲ-1:西 弘海、Ⅲ-2:山 本忠尚、Ⅲ-3・

Ⅳ-2・ 5:松村恵司、皿-4:沢 田正昭、Ⅳ-1:田 中哲雄、Ⅳ-4:佐 藤信
5,遺構・遺物・図版の写真は佃幹雄が担当し、八幡扶桑、池田千賀枝の協力を得た。

また奈良県立橿原考古学研究所より、太安萬侶墓誌写真の提供をいただいた。

6 本調査は、平城宮跡発掘調査部の第141-9次調査に該当する。各遺構には平城京左京
における調査規準に従い一連の通し番号を付した。

7 本書の編集は松村恵司が担当した。
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